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て
懐
い
て
く
れ
ま
し
た
。
里
親
が
見
つ
か
っ
て

う
れ
し
い
の
で
す
が
、
お
別
れ
と
思
う
と
寂
し

く
な
り
ま
す
。

─�

そ
う
そ
う
、
私
も
そ
ん
な
時
は
、
「嬉う
れ
さ
び寂
し
い
」

っ
て
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

─�

そ
ん
な
時
、
メ
ン
バ
ー
が
そ
ば
に
い
て
く
れ
て

…
す
て
き
な
会
で
す
。

Ｑ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ど
う
ぞ

─�

さ
く
ら
耳
の
猫
ち
ゃ
ん
に
出
会
っ
た
ら
、
こ
の

会
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

─�

毎
月
２
回
、
エ
コ
パ
ー
ク
で
猫
の
譲
渡
会
を
や

っ
て
ま
～
す
。
か
わ
い
い
猫
ち
ゃ
ん
た
ち
で
す
。

ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

─�

人
に
も
動
物
に
も
優
し
い
町
を
目
指
し
た
い
で

す
ね
。

─�

現
在
、
会
員
募
集
中
で
す
。
み
ん
な
で
猫
談
義

し
ま
し
ょ
う
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ｑ
こ
の
会
を
立
ち
上
げ
た
き
っ
か
け
は
？

─�

事
故
で
動
け
な
く
な
っ
て
い
る
猫
を
助
け
た
い

と
動
物
病
院
へ
。
一
命
は
取
り
留
め
た
も
の
の

治
療
費
は
高
額
に
な
り
ま
し
た
。
人
に
限
ら
ず

命
を
助
け
る
っ
て
、
個
人
で
は
限
界
が
あ
る
と

思
い
仲
間
集
め
を
し
ま
し
た
。

Ｑ
入
会
し
た
理
由
は
？

─�

わ
が
家
で
猫
を
飼
い
始
め
て
か
ら
猫
の
生
活
を

勉
強
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
野
良
猫
が
ど
れ
だ

け
過
酷
な
生
活
を
し
て
い
る
か
を
知
り
ま
し
た
。

一
匹
で
も
幸
せ
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
入

会
し
ま
し
た
。

─�

私
も
同
じ
気
持
ち
。

─�

引
っ
越
し
と
と
も
に
捨
て
ら
れ
た
飼
い
猫
を
見

か
け
ま
し
た
。
家
族
に
見
捨
て
ら
れ
る
っ
て
悲

し
い
で
す
よ
ね
。
新
し
い
家
族
を
見
つ
け
て
あ

げ
た
い
と
探
し
て
い
た
ら
、
こ
の
会
に
た
ど
り

着
き
ま
し
た
。

─�

メ
ン
バ
ー
に
誘
わ
れ
て
ズ
ル
ズ
ル
と（
笑
）。

Ｑ�

会
に
入
っ
て
良
か
っ
た
こ
と
、
楽
し
か
っ
た
こ

と
は
？

─�

猫
好
き
の
仲
間
が
増
え
ま
し
た
。
猫
談
義
は
楽

し
い
で
す
よ
。

─�

里
親
さ
ん
と
も
仲
良
く
な
り
、
交
友
が
広
が
り

ま
し
た
。

─�

不
幸
な
一
生
を
送
る
猫
を
生
ま
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
に
は
不
妊
手
術
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

募
金
が
集
ま
っ
て
、
不
妊
手
術
し
て
、
さ
く
ら

耳
の
猫
に
な
っ
た
姿
を
見
た
と
き
は「
入
会
し

て
よ
か
っ
た
」っ
て
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

─�

保
護
し
た
猫
の
里
親
が
見
つ
か
っ
た
時
は
心
か

ら「
よ
か
っ
た
～
」っ
て
思
い
ま
す
。

─�

人
に
慣
れ
て
い
な
い
子
猫
を
保
護
し
て
愛
情
込

め
て
世
話
を
し
て
い
る
と
、
徐
々
に
心
を
開
い

　人知れず野良になった猫。また、人の
手によって野良になった猫。野良猫の生
活は過酷で、時には地域の方々に迷惑を
かけてしまう時もあります。そんな不幸
な猫たちを生まないように、そして地域
の環境保全にもつながるように猫のボ
ランティアグループ 「ニャンニャンみず
ほ」 が発足しました。現在、会員18名
でT

＊

NR、子猫の保護、譲渡会（里親探
し）などの活動を行っています。なお、
町からの補助金も活用しています。

一
緒
に
猫
談
義
し
ま
し
ょ
う
。
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

町 議 会

ニャンニャン
みずほ

特 集

&

＊�TNR…捕獲し、不妊・去勢手術を行い、元
の場所に戻す。

譲渡会の様子（みずほエコパーク）

さくら耳の猫

かわいい猫情報を発信する
ICTのプロ

中村 晴子 さん

動物と人間が共生するって
ステキと話す
立野 まり さん

譲渡会と猫の
ケアマネージャー
中村 夏路 さん

授乳の必要な赤ちゃん猫の
ママさん役

杉本 緑 さん

猫の命を守りたいと
奮闘する

福島 喜子 会長

ギカイのひろば Vol.235ギカイのひろば Vol.235 0203



【陳情者】　�立憲民主党瑞穂町政策委員　川島 靖弘
【陳情の趣旨】
　英語のスピーキングテストを行うことに反対はしていない。採点方法や採点者の資格などが不明な
まま、その結果を入学試験に使うのはあり得ない。また、結果が1月に届けられ、志望校の急な変更
を検討する受験生の不安や対応する先生方への負担などの問題が指摘されている。東京都教育委員会
に利用中止の意見書を提出してほしい。
　この陳情については、議員間討議をする上で、現状を認識する必要があったため、執行部の出席を
求めて質疑を行いました。

　委員会での審査結果は継続審査となり、その後、本会議で継続審査が議決されました。

都立高校入試に中学校英語スピーキングテスト（ESAT-J）結果の利用中止を求める陳情

【議員間討議】（主な意見）

議 案 審 議 令和４年
12月定例会

※全ての議案の詳細は
　HPでご覧になれます。

Ｑ�　物価高騰の緊急対策として私立保育園に
は都から約440万円の補助金が支出されて
いるのに対して、町立のむさしの保育園、石
畑保育園や幼稚園については都からの補助
金がないが。
Ａ�　都に確認したところ公立保育園や幼稚園
についての補助金は考えていないという返
答だったので、施設間の公平性を担保するた
め、町で補助対象外の施設に合計で約500万
円を補助したい。

Ｑ�　モノレール延伸に伴うバス路線再編に関する
基本方針検討業務として約50万円が計上されて
いるが内容は。
Ａ�　沿線の２市１町とバス事業者などの関係機関
で情報を共有するための基礎資料作りや今後の
基本方針を検討するための業務委託で、武蔵村
山市が一括発注し、町は負担金として市に支出
するものである。

物価高騰対策　都は私立保育園に限って補助金支出、町立保育園や幼
稚園はどうなる？

モノレール延伸でバス路線は？

公式キャラクター みずほまるが
議会を訪問！

ppick ick uup 1p 1

令和4年度 瑞穂町一般会計補正予算（第8号）議案第83号

　3年前から実施することとなってい
たものがコロナ感染拡大の影響で実施
が延期されたもので、この間に準備は
さらに進んだものと思う。

　東京都教育委員会は入試の構造に問
題はないとしているが、本当に公平性
が担保さているかについては引き続き
注視していくべきだ。

　スピーキングテストを行
うこと自体は陳情者も反対
していない。採点の公平性
や透明性に問題があると述
べている。さまざまな角度
から検証が必要であり、現
在訴訟がされている状況を
考慮して、この裁判の成り
行きを注視することを優先
するべきでは。

番　号 件　名 付託先 結果
４陳情
第３号

瑞穂町議会会議規則に「議長が紹介議員を任命する」を加える改正をもと
める件

議会運営
委員会 継続審査

４陳情
第６号 条例制定義務の課題を明らかにすることを求める件 議会運営

委員会 継続審査

４陳情
第８号 陳情書 議会運営

委員会 継続審査

４陳情
第１３号

建設アスベスト被害の全面解決へ、アスベスト建材製造企業の基金拠出等、
「特定石綿被害建設業務労働者等に対する給付金等の支給に関する法律」
の改正を求める、国への意見書を求める陳情書

厚生文教
委員会 継続審査

主 な 質 疑 内 容

Q�　保護者からの不安の声は届
いたか。
A�　反対の声や戸惑いの声は届
いていない。

Q�　教員への負担は。
A�　東京都教育委員会のホー
ムページでESAT-Jに関する
動画がアップされており、
負担が最小限になるような
仕組みになっている。

Q�　すでに試験は実施されて
いるが、生徒からの声は。
A�　特に改善や中止を求める
声は届いていない。

〜厚生文教委員会で審査〜

陳情陳情 都立高校入試におけるESAT-J結果の利用は 妥当か 不当か都立高校入試におけるESAT-J結果の利用は 妥当か 不当か
どう判断するどう判断する

その他の陳情

授業風景（二中）

終点の上北台駅

園庭で遊ぶ子どもたち（町立石畑保育園）

しっぽだって
　チャーム
　　ポイントだよ

※全ての陳情の詳細は
　HPでご覧になれます。

ギカイのひろば Vol.235ギカイのひろば Vol.235 0405



自主防災組織の育成強化
� および支援について

連携と役割を確認しながら、
� 地域防災力を高める

村上　嘉男　議員（自民誠和会）

町長

質
問　
２
０
１
１
年
の
東

日
本
大
震
災
以
来
、
近
年

ま
で
大
規
模
災
害
は 

頻

発
し
て
い
る
。
今
後
も
気

候
変
動
の
影
響
な
ど
に
よ

り
既
存
の
想
定
を
上
回
る

災
害
の
発
生
や
、
南
海
ト

ラ
フ
地
震
、
首
都
直
下
地

震
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
。

と
し
て
活
動
を
支
援
し
て

い
る
。
災
害
時
の
避
難
生

活
時
に
お
い
て
も
、
避
難

所
の
開
設
・
運
営
な
ど
は
、

地
域
の
方
々
の
協
力
が
必

要
と
な
る
。
行
政
も
地
域

防
災
の
中
心
で
あ
る
自
主

防
災
組
織
と
と
も
に
、
訓

練
な
ど
で
表
れ
る
課
題
を

共
有
、
解
決
し
な
が
ら
、

活
動
を
よ
り
強
化
で
き
る

よ
う
努
め
る
。
今
後
、
よ

り
具
体
的
に
各
機
関
の
連

携
と
役
割
を
確
認
し
な
が

ら
、
地
域
防
災
力
を
さ
ら

に
高
め
て
い
く
。

こ
れ
ら
の
大
規
模
災
害
を

想
定
す
る
と
公
助
は
も
と

よ
り
自
助
、
共
助
な
く
し

て
、
被
害
の
軽
減
を
図
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ

こ
で
地
域
防
災
の
担
い
手

と
な
る
自
主
防
災
組
織
が
、

期
待
さ
れ
る
役
割
を
担
っ

て
い
く
た
め
の
今
後
の
育

成
強
化
お
よ
び
支
援
に
つ

い
て
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

町
長　
平
成
21
年
３
月
、

既
存
の
町
内
会
な
ど
を

ベ
ー
ス
と
し
て
自
主
防
災

組
織
連
絡
協
議
会
が
発
足

し
て
以
来
、
町
は
事
務
局

質
問　
多
摩
都
市
モ
ノ
レ

ー
ル
箱
根
ケ
崎
方
面
延
伸

計
画
の
実
現
に
向
け
て
１０

月
に
都
市
計
画
素
案
説
明

会
が
開
催
さ
れ
、
希
望
の

持
て
る
見
通
し
が
立
ち
、

町
民
か
ら
大
き
な
期
待
と

関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
延
伸
に
際
し
て
は
、
沿

線
地
域
の
ア
ク
セ
ス
や
利

便
性
の
向
上
は
も
と
よ
り
、

町
全
体
の
活
性
化
や
魅
力

の
向
上
な
ど
に
も
結
び
付

け
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。
そ
こ
で
モ
ノ
レ

ー
ル
延
伸
を
見
据
え
、
現

在
の
課
題
や
対
策
、
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
を
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
、

町
の
展
望
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長　
モ
ノ
レ
ー
ル
延
伸

に
併
せ
て
、
J
R
八
高
線

と
バ
ス
路
線
と
の
交
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
再
編
し
、

近
隣
自
治
体
と
の
新
た
な

交
通
連
携
を
図
る
。
農
業
、

商
業
、
工
業
の
デ
ジ
タ
ル

化
、
D
X
を
推
進
し
、
産

業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創

出
す
る
拠
点
整
備
を
組
み

合
わ
せ
て
い
く
。
モ
ノ
レ

ー
ル
延
伸
お
よ
び
沿
線
ま

ち
づ
く
り
は
、
町
全
体
の

活
力
や
魅
力
を
向
上
さ
せ

る
上
で
欠
か
せ
な
い
。
課

題
は
財
源
確
保
な
ど
で
あ

る
。
地
域
経
済
が
疲
弊
し

て
い
る
状
況
だ
が
、
こ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
せ
ば
町

の
発
展
を
見
込
め
な
い
た

め
、
財
源
確
保
を
確
か
な

も
の
に
し
て
い
く
。

モ
ノ
レ
ー
ル
延
伸
を
見
据
え
た
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
町
の
展
望
を
問
う

町
の
発
展
の
た
め
、

�
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
せ
な
い

山
﨑　
栄　
議
員
（
自
民
誠
和
会
）

町
長

一  般質問町政を問う

質
問　
保
育
園
児
の
保
護

者
か
ら
「
使
用
済
み
紙
お

む
つ
を
持
ち
帰
り
な
し
に

な
ら
な
い
か
」
と
の
声
が

あ
る
。

　
東
京
都
で
は
持
ち
帰
り

の
と
こ
ろ
は
少
な
く
、
２３

区
の
公
立
保
育
園
で
持
ち

帰
っ
て
る
区
は
な
い
。
小

平
市
で
は
公
立
・
私
立
保

育
園
の
要
望
書
提
出
が

あ
っ
て
、
数
年
前
に
す
べ

て
の
認
可
保
育
園
の
お
む

つ
処
理
費
用
が
予
算
化
さ

れ
た
。
全
国
的
に
持
ち
帰

り
な
し
、
手
ぶ
ら
降
園
が

急
速
に
増
え
て
い
る
。
我

が
町
も
保
護
者
負
担
軽
減
、

保
育
士
負
担
軽
減
と
も
な

る
持
ち
帰
り
な
し
の
支
援

を
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

町
長　
町
内
保
育
園
な
ど

で
は
、
一
部
を
除
き
、
保

護
者
の
皆
様
が
紙
お
む
つ

を
持
ち
帰
っ
て
処
分
し
て

い
る
。
そ
の
理
由
は
、
子

供
の
体
調
を
把
握
す
る
こ

と
、
保
管
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
や
衛
生
面
の
管
理
が
困

難
で
あ
る
こ
と
、
事
業
系

ご
み
と
し
て
処
分
費
用
の

財
源
確
保
が
困
難
な
こ
と

で
あ
る
。
町
に
は
、
幼
稚

園
や
保
育
園
の
ほ
か
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
介

護
施
設
が
あ
る
。
こ
れ
ら

の
施
設
で
の
お
む
つ
の
処

理
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
今
後
も
、
町
の
実

情
に
合
っ
た
処
分
方
法
を

研
究
し
て
い
き
た
い
。

使
用
済
み
紙
お
む
つ
の
持
ち
帰
り
な
し

な
ど
、
保
育
環
境
の
整
備
、
支
援
を

町
の
実
情
に
合
っ
た
処
分
方
法
を
研
究
し
た
い

原　
隆
夫　
議
員
（
公
明
党
）

町
長

これからの「介護保険制度の
� 在り方」を問う

課題解決は容易ではないが

村山　正利　議員（自民新政会）

町長

質
問　
老
人
福
祉
制
度
は
、

高
齢
化
率
５
・
７
％
の
１

９
６
０
年
代
か
ら
始
ま
り
、

高
齢
化
率
の
上
昇
や
医
療

が
必
要
で
な
い
生
活
の
支

援
（
介
護
）
が
増
え
る
中

で
、
政
策
転
換
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
。
２
０
０
０
年

に
は
施
設
介
護
か
ら
在
宅

２
５
年
ま
で
に
介
護
人
材

を
32
万
人
確
保
す
る
こ
と

と
財
源
の
確
保
、
家
族
介

護
者
や
施
設
の
介
護
職
員
、

行
政
の
負
担
軽
減
な
ど
で

あ
る
。
こ
れ
ら
諸
課
題
の

解
決
は
容
易
で
は
な
い
が
、

介
護
保
険
制
度
は
維
持
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

私
は
厚
生
労
働
省
の
介
護

保
険
部
会
の
委
員
で
あ
り
、

地
方
自
治
体
の
代
表
と
し

て
国
に
対
し
て
将
来
に
わ

た
り
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
働
き

か
け
て
い
く
。

介
護
に
移
行
し
、
核
家
族

負
担
の
軽
減
や
高
齢
者
の

介
護
を
社
会
全
体
で
支
え

合
う
仕
組
み
で
「
介
護
保

険
制
度
」
が
創
設
さ
れ
た
。

２０
年
が
経
過
し
、
幾
度
と

な
く
改
正
が
行
わ
れ
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
の
制
度
維

持
に
つ
い
て
の
課
題
や
今

後
の
在
り
方
に
つ
い
て
町

長
の
所
見
を
伺
う
。

町
長　
現
在
、
介
護
認
定

者
数
は
全
国
で
約
６
９
７

万
人
と
な
り
、
制
度
開
始

当
初
の
約
３
倍
に
増
加
し

て
い
る
。
課
題
は
、
２
０

箱根ケ崎駅東口駅前広場（イメージ）

自主防災組織による防災訓練（仲町）

折り紙を使った脳トレ教室（寄り合いハウスいこい）
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質
問　
令
和
３
年
１０
月
１

日
よ
り
２
年
間
限
定
で
始

ま
っ
た
瑞
穂
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
実
証
実
験
も
１

年
が
経
過
し
た
。
町
民
か

ら
の
声
に
は
東
京
都
の
シ

ル
バ
ー
パ
ス
制
度
と
同
等

の
制
度
を
求
め
る
意
見 

や
バ
ス
停
の
移
動
・
新
設
、

一
部
地
域
に
は
デ
マ
ン
ド

交
通
の
導
入
、
ま
た
民
間

バ
ス
会
社
の
運
行
ル
ー
ト

変
更
な
ど
の
意
見
が
あ
る
。

改
善
点
や
町
民
の
意
見
も

見
え
て
き
た
と
思
う
が
、

地
域
公
共
交
通
に
関
す
る

現
状
の
課
題
と
今
後
の
改

善
に
つ
い
て
、
所
見
を
伺

う
。

町
長　
令
和
４
年
度
は
、

地
域
住
民
と
の
意
見
交
換

会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
、
バ
ス
停
の
位
置

変
更
や
新
設
、
ル
ー
ト
変

更
な
ど
多
く
の
建
設
的
な

意
見
を
い
た
だ
い
た
。
地

元
の
声
を
踏
ま
え
た
運
行

計
画
の
改
善
に
向
け
て
、

地
域
公
共
交
通
会
議
に
諮

り
、
そ
の
上
で
実
証
実
験

期
間
中
で
あ
っ
て
も
、
計

画
の
見
直
し
に
取
り
組
ん

で
い
く
。
今
後
、
計
画
見

直
し
後
の
利
用
実
態
を
踏

ま
え
、
継
続
・
廃
止
の
可

否
や
運
行
形
態
な
ど
に
つ

い
て
検
討
す
る
。
ま
た
、

町
独
自
の
シ
ル
バ
ー
パ
ス

な
ど
の
補
助
に
つ
い
て
研

究
し
て
い
く
。

地
域
公
共
交
通
の

�

さ
ら
な
る
充
実
を

利
用
実
態
を
踏
ま
え

�
運
行
計
画
の
見
直
し
に
取
り
組
む

榎
本　
義
輝　
議
員
（
自
民
誠
和
会
）

町
長

性的マイノリティの方々の
� 人権を守る取り組みを問う

下野　義子　議員（公明党） 質
問　

性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
に
つ
い
て
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
Ｑ
や
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
と
し
て

認
識
は
広
が
り
つ
つ
あ
る

が
、
依
然
、
当
事
者
は
偏

見
や
差
別
的
対
応
な
ど
社

会
的
生
活
の
様
々
な
場
面

で
の
困
り
ご
と
に
直
面
し

て
い
る 

。

　
都
は
本
年
１１
月
「
東
京

都
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣

誓
制
度
」
を
施
行
し
た
。

都
に
お
け
る
困
り
ご
と
の

解
消
、
暮
ら
し
の
環
境
改

善
が
期
待
さ
れ
る
。
人
権

を
守
る
た
め
町
も
同
様
の

制
度
の
創
設
と
相
談
・
支

援
の
拡
充
や
啓
発
・
教
育 

の
推
進
に
取
り
組
む
べ
き

と
考
え
る
が
、
町
長
、
教

育
長
の
所
見
を
伺
う
。

町
長　
町
は
、
以
前
か
ら

人
の
多
様
性
と
個
性
を
大

切
に
し
て
ほ
し
い
と
の
願

い
を
込
め
て
、
広
報
み
ず

ほ
に
「
パ
ー
ト
ナ
ー
」
の

引き続き偏見や
� 差別をなくす取り組みを進めたい

町長

質
問　
第
５０
回
産
業
ま
つ

り
は
令
和
２
年
か
ら
毎
年 

延
期
さ
れ
、
今
年
も
延
期

さ
れ
た
。
マ
ン
ネ
リ
化
し

て
い
る
と
の
声
も
聞
く
。 

こ
の
機
会
に
来
年
の
開
催

に
向
け
て
、
一
度
白
紙
に

戻
し 

、
名
称
に
つ
い
て 

も
、
産
業
ま
つ
り
で
い
い

の
か
、
ま
つ
り
の
目
的
・

開
催
時
期
、
実
行
委
員
の

役
割
、
組
織
改
編
で
新
設

さ
れ
た
観
光
・
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
係
を
中
心
と
し
た 

総
合
的
な
運
営
に
変
更
す

る
な
ど
、
早
急
に
各
種
団

体
に
幅
広
く
声
を
掛
け
、 

町
民
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
ま

つ
り
に
し
た
ら
と
考
え
る

が
、
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

町
長　
産
業
ま
つ
り
は
産

業
従
事
者
が
一
堂
に
会
し
、

５０
年
以
上
に
わ
た
っ
て
産

業
の
振
興
と
町
の
発
展
を

目
的
に
開
催
し
て
き
た
一

大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
急

な
変
更
を
す
る
の
で
は
な

く
、
伝
統
を
大
切
に
し
な

が
ら
も
、
若
い
人
の
考
え

を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
今

の
時
代
に
合
っ
た
、
よ
り

魅
力
的
な
イ
ベ
ン
ト
に
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
産
業
ま
つ
り
実
行
委

員
会
、
商
工
会
、
各
種
団

体
に
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
を

確
認
し
た
上
で
、
他
の
自

治
体
の
事
例
な
ど
も
参
考

に
し
て
、
改
善
、
改
革
の

道
を
探
り
た
い
。

こ
れ
か
ら
の
瑞
穂
町
産
業

�

ま
つ
り
に
つ
い
て

改
善
・
改
革
の
道
を
探
り
た
い

石
川　
修　
議
員
（
自
民
新
政
会
）

町
長

防災・減災「危険箇所」の
� 再点検を

小山　典男　議員（自民新政会） 質
問　
令
和
元
年
９
月
定

例
会
で
「
町
内
の
危
険
ブ

ロ
ッ
ク
塀
へ
の
対
策
を
」

と
題
し
、
一
般
質
問
を

行
っ
た 

。

　
そ
の
際
、
小
学
校
の
通

学
路
に
民
有
地
の
ブ
ロ
ッ

ク
塀
が
１
５
３
カ
所
あ
り
、

そ
の
中
で
目
視
に
よ
り
注

な
ど
で
、
危
険
性
の
注
意

喚
起
と
撤
去
・
修
繕
の
呼

び
か
け
な
ど
啓
発
活
動
を

継
続
し
て
行
っ
て
い
る
。

通
学
路
点
検
で
注
意
を
要

す
る
と
さ
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク

塀
や
万
年
塀
が
修
繕
や
撤

去
さ
れ
た
箇
所
も
あ
り
、

成
果
は
出
て
き
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

意
が
必
要
と
さ
れ
る
と
こ

ろ
を
２２
カ
所
確
認
し
て
い

る
。
「
こ
れ
か
ら
ど
う
す

べ
き
か
慎
重
に
考
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
が
、
こ
の

ま
ま
放
置
す
る
と
い
う
わ

け
で
は
な
く
、
し
っ
か
り

研
究
し
て
い
き
た
い
」
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
。
そ
こ

で
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
な

研
究
を
さ
れ
た
の
か
、
町

長
の
所
見
を
伺
う
。

町
長　
元
年
度
か
ら
危
険

箇
所
の
再
確
認
を
行
っ
た

上
で
、
地
域
防
災
計
画
の

改
定
を
行
っ
た
。
ま
た
、

住
宅
な
ど
の
耐
震
化
の
現

況
を
再
把
握
し
、
耐
震
化

促
進
計
画
を
定
め
た
。
ブ

ロ
ッ
ク
塀
対
策
に
つ
い
て

は
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

修繕や撤去された箇所もある町長

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

探
求
学
習
の
重
要
性
と
不

登
校
へ
の
対
応
強
化
を

教
育
長
　
自
己
の
生
き

方
を
考
え
て
い
く
上
で

重
要
な
学
習
。
不
登
校

対
策
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
学
習
の
機
会
の

確
保
に
努
め
る
。

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

高
齢
者
の
居
場
所
づ
く

り
の
今
後
の
展
開
は

町
長
　
通
い
の
場
や
居

場
所
づ
く
り
に
つ
い
て

は
住
民
主
体
の
協
働
事

業
で
実
現
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
る
。

教
育
委
員
会
で
も
児
童
・

生
徒
が
相
談
し
や
す
い
体

制
づ
く
り
や
、
互
い
の
人

格
を
尊
重
し
、
偏
見
や
差

別
を
な
く
す
た
め
の
人
権

教
育
を
推
進
し
て
い
る
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

は
、
他
自
治
体
と
連
携
し
、

制
度
周
知
や
当
事
者
の
孤

立
な
ど
が
起
こ
ら
ぬ
よ
う

理
解
を
求
め
、
都
と
連
携

し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

図
る
必
要
が
あ
る
。
引
き

続
き
、
様
々
な
偏
見
や
差

別
を
な
く
す
取
り
組
み
を

進
め
た
い
。

広報みずほ「パートナー」のコーナー平成29年に開催された瑞穂町産業まつり

補強されたブロック塀（四小） 令和４年度第２回地域公共交通会議
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質
問　
国
は
妊
娠
や
出
産
、

子
ど
も
の
発
育
状
況
な
ど

を
記
載
す
る
母
子
手
帳
の

内
容
を
２
０
２
３
年
に
改

定
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

る
。
中
間
報
告
で
は
、
手

帳
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け

た
環
境
整
備
を
進
め
る
方

針
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
我

が
町
も
デ
ジ
タ
ル
化
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
る

べ
き
と
考
え
る
。
ま
た
、

多
言
語
版
や
低
出
生
体
重

児
向
け
の
身
体
発
育
曲
線

な
ど
多
様
性
に
配
慮
し
た

情
報
提
供
の
充
実
も
求
め

ら
れ
る
。
併
せ
て
、
低
出

生
体
重
児
向
け
の
リ
ト
ル

ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を

作
成
す
べ
き
と
考
え
る
。

町
長　
町
で
は
デ
ジ
タ
ル

化
に
つ
い
て
、
い
ち
早
く

「
子
育
て
ナ
ビ
ワ
ク
ワ
ク

み
ず
ほ
」
を
提
供
し
、
成

長
記
録
・
予
防
接
種
な
ど

の
情
報
提
供
で
大
き
な
力

を
発
揮
し
て
い
る
。
ま
た
、

母
子
健
康
手
帳
の
多
言
語

化
対
応
と
し
て
９
言
語
の

手
帳
を
用
意
し
て
い
る
。

低
出
生
体
重
児
向
け
の
リ

ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
は
、
都
道
府
県
レ
ベ
ル

で
の
作
成
の
動
き
が
広
が

り
つ
つ
あ
る
が
、
有
効
活

用
さ
れ
る
た
め
に
は
小
児

集
中
治
療
室
が
あ
る
医
療

機
関
や
母
子
に
係
る
主
治

医
な
ど
の
協
力
が
不
可
欠

で
あ
り
、
広
域
的
な
取
り

組
み
が
望
ま
し
い
。
都
や

他
市
町
村
と
の
連
携
を

探
っ
て
い
く
。

母
子
手
帳
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
リ
ト
ル

ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
を

都
や
他
市
町
村
と
の
連
携
を
探
っ
て
い
く

小
川　
龍
美　
議
員
（
公
明
党
）

町
長

産業振興策と地域経済の
� 成長戦略を問う

DX が企業戦略として
� 認識されることが目標

町長

質
問　
「
Ｄ
Ｘ
」
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
は
、

近
年
よ
く
見
聞
き
す
る
言

葉
で
あ
る
が
、
産
業
、
経

済
、
そ
し
て
、
行
政
運
営

に
お
い
て
も
、
こ
の
激
変

す
る
社
会
情
勢
で
は
、
必

要
な
流
れ
で
あ
る
事
は
確

か
で
あ
る
。
瑞
穂
町
で
も

令
和
４
年
４
月
の
組
織
再

編
で
デ
ジ
タ
ル
推
進
課
が

新
設
さ
れ
、
デ
ジ
タ
ル
化

に
向
け
て
、
さ
ら
に
動
き

出
す
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

瑞
穂
町
に
お
け
る
デ
ジ
タ

ル
化
の
現
状
、
そ
し
て
Ｄ

Ｘ
の
方
向
性
に
つ
い
て
、

町
長
の
所
見
を
伺
う
。

町
長　
便
利
に
す
る
だ
け

で
は
D
X
で
は
な
い
。
国

お
よ
び
自
治
体
を
含
め
、

生
産
性
の
維
持
と
経
営
戦

略
を
立
て
、
将
来
に
行
政

施
策
を
維
持
す
る
こ
と
が

最
終
的
な
目
標
で
あ
る
。

　
町
は
、
令
和
４
年
４
月
、

近
隣
で
も
い
ち
早
く
デ
ジ

タ
ル
推
進
課
を
設
置
し
、

各
種
産
業
行
政
の
D
X
に

向
け
て
本
格
的
に
取
り
組

み
を
開
始
し
た
。
し
か
し
、

現
時
点
で
は
、
デ
ジ
タ
ル

化
に
対
す
る
職
員
、
住
民

の
理
解
が
十
分
に
進
ん
で

い
る
と
は
言
え
ず
、
デ
ジ

タ
ル
デ
バ
イ
ド
の
解
消
が

必
須
の
状
況
で
あ
る
。
明

確
な
政
策
目
標
を
既
に
担

当
課
に
示
し
て
い
る
が
、

今
後
、
組
織
を
柔
軟
に
活

用
し
、
D
X
を
推
進
し
て

い
く
。

瑞
穂
町
に
お
け
る

�

Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
問
う

近
隣
で
も
い
ち
早
く

�

デ
ジ
タ
ル
推
進
課
を
設
置

下
澤　
章
夫　
議
員
（
自
民
誠
和
会
）

町
長

長期休業期間中に学童保育
 � クラブで昼食提供を

香取　幸子　議員（自民誠和会） 質
問　
普
段
、
学
校
が
あ

る
時
は
給
食
が
提
供
さ
れ

る
が
、
長
期
休
業
期
間
中

に
学
童
保
育
を
利
用
す
る

場
合
は
各
家
庭
で
毎
日
お

弁
当
を
用
意
す
る
必
要
が

あ
る
。
学
童
保
育
に
は
共

働
き
世
帯
の
子
ど
も
が
多

く
通
所
し
て
お
り
、
毎
日

の
児
童
が
利
用
し
て
い
る
。

学
童
に
は
調
理
室
が
な
く
、

児
童
に
は
各
自
お
弁
当
を

持
参
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

食
中
毒
、
食
費
の
負
担
、

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
な
ど
、

細
か
い
配
慮
が
必
要
で
あ

り
、
す
ぐ
に
学
童
保
育
ク

ラ
ブ
で
昼
食
の
提
供
を
実

施
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

今
後
、
先
進
自
治
体
の
取

り
組
み
を
参
考
に
す
る
と

と
も
に
、
学
童
保
育
ク
ラ

ブ
の
運
営
を
委
託
し
て
い

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
情
報
交

換
し
、
研
究
し
て
い
く
。

の
お
弁
当
作
り
は
大
き
な

負
担
と
な
っ
て
い
る
。
保

護
者
の
声
に
自
治
体
が
反

応
し 

、
給
食
の
提
供
や
、

お
弁
当
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
で
き
る
な
ど
の
仕

組
み
づ
く
り
を
、
近
隣
市

で
も
始
め
て
い
る
。
瑞
穂

町
で
も
取
り
入
れ
る
事
が

で
き
な
い
か
、
町
長
の
所

見
を
伺
う
。

町
長　
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

で
は
、
小
学
校
の
夏
季
休

業
期
間
を
対
象
と
す
る
期

間
限
定
入
所
の
児
童
を
対

象
に
毎
年
30
人
か
ら
40
人

ＮＰＯ法人と情報交換し、
� 研究していく

町長

質
問　
町
は
産
業
振
興
ビ

ジ
ョ
ン
を
改
定
し
、
「
Ｄ

Ｘ 

」
「
経
営
力
」
「
産

業
構
造
」
「
人
づ
く
り
」

「
地
域
資
源
」
を
核
と
し

た
５
つ
の
基
本
方
針
を
定

め
た
。
特
に
Ｄ
Ｘ
推
進
は

成
長
戦
略
に
必
須
と
な
る

が
、
Ｄ
Ｘ
推
進
を
可
能
と

す
る
大
容
量
の
回
線
な
ど

の
環
境
整
備
や
導
入
後
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
問
題
、

Ａ
Ｉ
導
入
に
よ
る
職
種
の

需
要
の
変
化
に
伴
う
雇
用

問
題
も
発
生
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、

こ
れ
ら
の
諸
問
題
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
み
、
地
域

経
済
の
成
長
を
誘
導
し
て

い
く
の
か
、
町
長
の
所
見

を
伺
う
。

町
長　
デ
ジ
タ
ル
通
信
の

高
速
化
に
つ
い
て
は
、
多

摩
地
域
の
技
術
革
新
に
欠

か
せ
な
い
。
デ
ジ
タ
ル
社

会
へ
の
変
化
は
、
機
械
導

入
に
よ
る
経
費
、
運
用
、

技
術
の
取
得
な
ど
、
民
間

企
業
の
変
化
も
求
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
D
X
が

現
在
の
技
術
を
残
す
だ
け

で
な
く
、
将
来
に
わ
た
っ

て
企
業
戦
略
と
し
て
認
識

さ
れ
る
こ
と
が
最
終
目
標

で
あ
る
。
産
業
の
デ
ジ
タ

ル
化
の
課
題
は
多
々
あ
る

が
、
悠
長
に
構
え
て
い
る

時
間
は
な
い
。
企
業
の
デ

ジ
タ
ル
化
へ
の
取
組
状
況

に
格
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
理
解
促
進
や
人
材

育
成
と
併
せ
て
段
階
的
な

支
援
を
行
っ
て
い
く
。

森　　亘　　議員（自民誠和会）

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

教
育
現
場
の
実
情
と
対

策
は

教
育
長
　
不
登
校
、
い

じ
め
も
増
加
傾
向
に
あ

る
。
家
庭
・
地
域
と
課

題
を
共
有
し
、
協
働
し

て
解
決
す
る
学
校
づ
く

り
を
促
す
。

DXを推進する町内企業新設されたデジタル推進課

三小学童保育クラブでのクリスマス会
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　12月14日、早稲田大学マニフェスト研究所の長内氏を講師に迎え、「施策評価の振り返
りと予算審議に向けて」として、議員研修会を開催しました。議会では決算審査において、

町長などが執行した計画、政策、
施策、事務事業の評価（議会の評
価）を行い、その結果を町長など
に示して予算に反映しています。
前回の決算審査を振り返り、精度
をさらに高めていく必要性を感じ
ました。
　今後の予算審議において、今回
の講義内容を生かして、施策の成
果が着実に出るように３月の予算
特別委員会に臨んでまいります。

　12月定例会最終日に、広報広聴委員会を新たに常任委員会として設置するための委員会
提出議案が可決されました。これにより、議長を除く全議員が所属する広報広聴委員会の設
置が決定しました。今後、具体的な活動内容や方針などを決めて、広報広聴機能の充実を目
指します。
　また、令和３年度に制定した議会基本条例では適時、条例の内容や議会運営の方法などに
ついて検証することにしています。今後も反

※1
問

権や反
※2
論権の運用、趣

※3
旨採択の復活などについ

て継続的に協議し、議会を円滑に運営するため
の話し合いを行っていきます。
※1　�反問権…議員の発言に対して町長をはじめとする執行

部が問い返すことができるもの。
※2　�反論権…議会提案の条例などに町長をはじめとする執

行部が反論を述べることができるもの。
※3　�趣旨採択…請願・陳情の趣旨には賛同できるが、困難

な諸課題が多いと判断された場合の意思決定の方法。

　10月25日、総務産業建設委員会は、町商工会と意見交換会を行いました。高水会長から
は「町の活性化のためにはどうしたら良いか考えている。生産性のある所に投資していかな
いと町は良くならない」とのあいさつがありました。商工会側から、小規模事業者の現状と
課題などが近隣商工会の取り組みを含め
て報告されました。なお、会議では「多
くの事業所の支援をするためにも商工会
への補助金を増額してほしい」「商工会
館（町施設）も老朽化している。近隣市
は町の中心に商工会がある。将来を見据
えて建て替えと移転をお願いしたい」な
どの要望も出されました。

　12月12日、交通対策特別委員会ではJR八高線、多摩都市モノレールについて、要望内容
を協議しました。今回は、新たに多摩都市モノレール箱根ケ崎延伸の実現性が高まったこと
から、JR八高線については乗客数の増が予想されること、都知事には町が産業イノベーショ
ンの拠点として沿線の開発を進めることなどを要望理由に追加しました。

【都知事への主な要望内容（1月20日提出）】
多摩都市モノレールについて
箱根ケ崎駅延伸の早期実現。
【JR東日本八王子支社長などへの主な要望内容
（1月31日提出）】
JR八高線について
①運行本数の増便　②終発時間の改善
③箱根ケ崎駅の無人の時間帯の改善
④東京直通便の再開　⑤新駅設置
⑥可動式ホーム柵の設置　

３月の予算審議を前に
早稲田大学マニフェスト研究所〜長内講師を迎えて〜　

あなたの声が届く議会を目指して瑞穂町商工会との意見交換会
議会への要望も

JR と都へ要望書を提出 〜新たな理由を追加〜

活 動 報 告活 動 報 告 議会運営委員会総務産業建設委員会

交通対策特別委員会活 動 報 告
議 員 研 修 会

左から　�栗原副町長、小山委員長、内田八王子支
社長、古宮議長
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　市では学校と地域が協力して地域行
事などで小中学生の活躍の場（焼きそ
ば作り、花を育てて高齢者に届けるな
ど）を提供していました。教職員につ
いては、市教育委員会が特に若手教員
の指導力向上に向けて、元校長先生に
よる相談や研修を行っていました。ま
た、学力向上に向けて、各学校がそれ
ぞれ独自の指導プランを作成するなど、
学校が主体的に学力向上に向けて取り
組んでいました。子どもたちも教職員も
市全体で育てる取り組みは、わが町の今
後の教育に大いに参考になりました。

　厚生文教委員会では「まちなか会議」に参加された皆様からの意見を政策に結び付ける
ために、委員会を開催しました。政策立案に向けてさらに話し合いを重ねていきます。

　可児市は、令和４年10月から地域移行の試
行実施を開始しました。地域移行をスムーズ
に実施するためにどのような事前準備をした
か質問したところ、地域移行に向けて市部局
の「文化スポーツ課」2名が中心となって進
め、生徒や保護者などへの学校での説明会は
100回以上にわたり、そこで出された意見は
その場で受け入れるなど柔軟に対応したとの
ことでした。課題は人材の確保で、指導者は
保護者が中心となって集め、どうしても見つ
からないときに担当課で対応するという仕組
みを作っていました。

全国平均を大きく上回る学力・・・その秘訣は

部活動の地域移行に向けて　説明会は100回以上

岐阜県瑞穂市　令和４年１１月16日（水）

岐阜県可
か

児
に

市
し

　令和４年１１月17日（木）

＊�令和5年度から公立中学校の休日における部活動を段階的に教員から外部に移行する制度�令和5年度から公立中学校の休日における部活動を段階的に教員から外部に移行する制度

【その後・・・委員会として】

厚生文教委員会　厚生文教委員会　視察報告視察報告

地域行事で活躍する子どもたち

＊

＊総務産業建設委員会が予定していた「みずほ まちなか会議」は中止となりました。

みずほ まちなか会議を開催しました！みずほ まちなか会議を開催しました！

～議員と
話そう～

　1月22日（日）厚生文教委員会では「みずほ まち
なか会議」をオンラインで開催しました。10代～
70代まで総勢13名の方が参加され、２班に分かれ
て会議を行いました。

テーマ「支え合い 助け合う 幸 齢社会」

【参加者からの主な意見】

10代…２名
30代…１名
40代…２名

参加者の年代構成　
50代…２名
60代…２名
70代…４名

親の中には子育てが苦手な人もいます。
そんな時に高齢者が子育てに協力してく
れたらいいと思う。家族単位から地域単
位での子育てや高齢者の見守りや生きが
い作りが大切です。

子どもを産めば産むほど
支援が受けられる制度っ
てできないかなぁ。

高齢者の知識を地図に落
とし込んでの街歩きはど
うですか。「町のことは
高齢者が、スマホの使い
方は子どもたちが」みたいに、互いに教
えあえるイベントになると思います。

「駅伝大会」では、みずほまるのコスチュ
ームを着て参加しました。また、高齢者
に呼び掛けて「歌おう会」を行っていま
す。どの世代にも「笑い」や「生きがい」
を提供したいです。

「高根市
いち

」を月２回開催して、町内の皆
さんと顔が見える交流を目指しています。
子どもたちにも楽しんでもらえるように、
かき氷やゲームもありますが、もっと多

くの方に来てもらえ
るようなアイディア
があったら教えてく
ださい。

ボッチャやモルッ
クなどの軽スポー
ツやｅスポーツな
ら世代を超えて楽
しめると思う。

寿クラブには代々続く地元料理
を教えられる高齢シェフがたく
さんいます。料理教室を開いて
皆さんを招待したいです。

それなら、学校の料理の実習時間に講
師として教えに来てほしい。友達にも
参加するように、お知らせのチラシを
作ります。
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　晴天に恵まれた新春を迎えました。令和５年は、笑顔で穏や
かな年となりますよう、ご祈念いたします。
　これまで議会は、議会活動がさらに皆さまに身近に感じてい
ただけるように協議を重ねてきました。そして、令和５年度に
広報広聴委員会が正式に発足します。
　これを機に進化した「ギカイのひろ
ば」をお届けできるように邁進してま
いります。

文：山﨑　栄
編集委員
山﨑　　栄　森　　　亘
大坪　国広　小川　龍美　
村上　嘉男　香取　幸子

●インターネットで議会録画中継をご覧になれます。
〒190-1292 東京都西多摩郡瑞穂町箱根ケ崎2335
TEL/042-557-7693（直通）FAX/042-557-4433
 gikai@town.mizuho.tokyo.jp

瑞穂町議会

つなごう   〜みずほ ともだちの輪〜

■�本会議、委員会の開始時刻は、午前９時30分からです。なお、上記の日程は予定ですので、進捗状況によって、本会議が休会
になる場合もございます。傍聴にお越しの際は、電話またはホームページで日程などをご確認の上、ご来庁ください。

お問い合わせ　議会事務局　☎557－7693（直通）

次回 3月定例会（予定） 2月28日～ 3月23日

日 月 火 水 木 金 土
12 13 14 15 16 17 18

請願、陳情の
締め切り日

19 20 21 22 23 24 25
議会運営委員会

26 27 28 1 2 3 4
本会議

（一般質問）
本会議

（一般質問・議案審議）
5 6 7 8 9 10 11

総務産業建設委員会 厚生文教委員会 予算特別委員会

12 13 14 15 16 17 18
予算特別委員会 予算特別委員会 予算特別委員会

（議員間討議）
19 20 21 22 23 24 25

議会運営委員会 本会議
（議案審議）

　青少年の主張で最優秀賞を受賞した増山 美郁さん。ある
日、目の不自由な人に出会いましたが声を掛けられませんでし
た。「このままではいけない。困っている人を助けない遠慮は
必要ない。今度は自分から声を掛ける。小さな勇気と親切をみ
んなで持ちましょう。みんなで元気な瑞穂町にしよう」希望に
あふれたすてきな主張でした。「世界中には困っている人がた
くさんいるから、そんな人たちの役に立ちたい」と夢を語る美
郁さん。町の大切な宝物がまた一つ見つかりました。

ギ
カ
イ
●
ひ
ろ
ば

2023.2.15　
Vol.235

み
ず
ほ
議
会
だ
よ
り
　
発
行
／
瑞
穂
町
議
会
　
編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

の

庁舎から富士山を臨む

次の定例会は

2月28日㈫〜
午前9時30分開会

増山 美郁さん

「小さな勇気でバリアフリー」「小さな勇気でバリアフリー」
� 小学生の部で最優秀賞を受賞� 小学生の部で最優秀賞を受賞

3月

2月

本会議
（一般質問・議案審議）


